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23．運動単位活動電位及び recruitment 　order と表

　面筋電図パ ワ ース ペ ク トル との関連性

　 　関 　和 彦，成 澤
．
こ雄 〔國 際 武 道大 学 体育 学 部 ）

　 我 々 は こ れ まで に表面筋竃図 〔SEMGs ）の パ ワ
ー

ス ペ ク トル （PS ）に お け る 10011z以 Eの 帯域 は 運動

単位活動電位 （MUAP ）の 平均振幅を 反映 して い る

こ と を報告 した．，そ こ で ，個々 の MUAP が ど の よ

うな周波 数成分 とな っ て SEMGs に 反 映 さ れ る か を

直 接 検 討 す る た め に， MUAP を trjggerに した

SEMGs 加算平 均法 を用 い て MUAP の特徴及 び そ の

recrultment 　order と PS との 鬨係 に つ い て検副
ー
した 。

被験 者 に 弱 い 等尺性随意収縮 を行 わ せ ，第 背 側骨

間筋 の異な る部位か ら双 極誘導 に よ っ て 2 チ ャ ン ネ

ル の SEMGs を記録 した 。 また ，同心円状 針電極 を

2 本筋内 に刺 人 し，同 時 に 活動 す る 複数 の MU 活動

を記録 した。まず弱 い 漸増収縮 を数回行 わ せ ， 2 つ

の MU の recruitment 　 order を 決 め た 後，個 々 の

MUAP を trigger に 500 − 1000回 SEMGs を加算三
ド均

し，得 ら れ た波形か ら自己回帰法を用い て PS を 計

算 し た 。 劃 電極 及 び 表而 電極 か ら得 ら れ た MUAP

の 振幅は そ れ ぞ れ 0．2−2mV ，　 IO−310
μ V の 範囲 に あ

り，得 ら れ た PS 〔n ＝ 31） の 平均周波数 は大部分が

110−150Hz の 帯域 に あ っ た 。 個 々 の MU は 6一ユ2Hz

の 発火頻度 で 活動 して い た 。 そ して ，同時 に 活動 し

て い た MU （15対
．
） に つ い て 検討 した結 果 ，

　 re．

cruitment 〔｝rder の 遅 い MU は よ り高 い PS平 均周波

数 及 び 大 きな 振幅 を持つ 傾 向が示 された ，ご く弱い

張 力 レベ ル に お い て は 運動 単位 の 生 理学的特性が

pS の 高周波数帯域 に 反映 され る可能性が示 された 。

24．動作前 silent　period に ともなう運 動単 位 の 活

　動の変化
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　 動 循乍丁／tl「silent 　per重Qd 　lよ，　急 速動 ｛乍開女台日吉1こ 運重動

ニ ュ
ー

ロ ン が不応期 に 陥 る の を 防 ぎ，相動 陸放竃 の

集中性を高め る の に寄与す ると予想 され る 。 そ こ で，

持続性収縮 に お い て動員され て い た運動単位に関 し

て ，相動性放 電 の 初期 の 発射に 対 す る 動作 前 snellt

period の 影響 を検討 し た 。 被検者 は 健常成 人 5 名で ，

足関節 の 等尺性底屈を光刺激に対する 反応動作 と し

て費わ せ た ．動作 中の 外側腓腹筋お よ び内側腓腹筋

の 運 動 単位 の 活動電位 を タ ン グ ス テ ン 微小電極 を用

い て 記録した 。 同時に表面電極 に よる筋電図 を 記録

し，動作前 silent 　period と 相動性 放電 開始 の 時点を

判定 した。

　被検者 5 名 か ら36佃の 運動単位 に つ い て あわせ て

299試行 の 記録 を得，その うち16個 （27試 行 ｝に動

作前 silcnt 　periodが 出 現 した 。 筋電 図の 相動性放電

開始後 10ms 以内 に 運動単位が 発射 す る 平均確率は，

動作前 silent 　period の 出現 した動作で は 30％ で ，出

現 し な か っ た 動作 で は22％で あ っ た 。 相動性放電開

始 後 10nls以 降 の 発射 σ）確 率 に つ い て は，動作 前

silent　period の 出現 し た 動作 よ り出現 しな か っ た動

作 の 方 が高か っ た 。 動作前 si ［ent 　periQdが出現 し た

と きに は ，相動性放竃 開 始 の 初期 に 運動単位 の 発射

が 起 きや す い とい え る 。 相動性放電開始後 王Oms 以

内の 運動単位 の 発射 に つ い て は，そ の 直前の 発射 が

相動性放電 に 対 して 先 行 した時 間 は 40〜70ms よ り

長 く，相動性放電開始時 に は不応期か ら免れ て い た

と考え ら れ た 。

一
方，相動性放 電開始後10ms 以 降

の 発射 に つ い て は，そ の 直前 の 発射 は 相動性放 電 開

始 に 対 し て先行時 間40− 70ms 以下で あ り，不応期

に よ る 発射 の 遅れが 考え ら れ た 。 相動性放電 開始後

の 運動単位 の 発射 とそれに先行する発射 の 時 間関係

は 動作 前 s ［lent　period の 有無に 関わ らず同様で あ っ

た が．動作前 silent 　peri。d の 26％ に は，相動性放竃

直前 の 運動 暇位発射の欠落が み ら れ，動作前 silent

pcriod に よ り，発射後 の subnormal 　phase に あ る 運

動単位 の 割合 が 減少 し相動性放電開始直後 に 発射 が

起こ りや す くなる こ とが考え られ た 。
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